
組み立てを考えて書くカを育てる

尾道市立栗原北小学校 高瀬郁香

1 実践の趣旨

4月当初，本学級の児童は2年生の段階で「はじめ・なか・おわり」の組み立ては学習しているものの，

「はじめには5WIHを書く」というように，教えられた組み立てにただ当てはめて書いている児童がほ

とんどで、あった。また，児童の書いた日記をみると「なか」と「おわりJに書いた内容が一致していない

ものが多く，伝えたいこともあいまいで、あった。

そこで，今年度は，文章の組み立てを考えて書かせることに重点を置き，実践を行った。

その結果 3回の主な授業実践を通して，児童は文章には伝えたいことがあることや伝えるための組み

立てがあることに気付くことができた。そして，日記やスピーチなど，書いたり話したりする場面におい

て組み立てを考える姿が見られるようになった。

2 実践の内容

(1)実践の概要

3回の主な授業実践の概要は以下の通りである。

|実践1 クラスのしょうかい文を書こう (6月)I 
伝えたいことを決め，伝えたいことに合った事例を選択して文章の組み立てを考えさせることで， r伝

えたいこと」が明確な文章を書かせる。

[使用した組み立て] (説明文「自然のかくし絵」東京書籍 3年上)

はじめ「伝えたいこと」

なか 「事例」

おわり「伝えたいことJ

|実践2 わたしの研究レポート」を書こう (10月)I 
上位項目・下位項目を認識し，調べた三つの遊びについて項目を統一させる組み立てを考えさせるこ

とで，読み手に伝わりやすい文章を書かせる。

今までに学習しfこ組み立てと比べながら，同じ「はじめ・なか・おわり」でも様々な組み立てがある

ことに気づかせる。

【使用した組み立て】 (rわたしの研究レポートを書こう」東京書籍 3年下)

はじめ「調べたわけ」

なか 「調べたことJ

おわり「わかったこと」

|実践3 友だちしょうかい文を書こう (12月)I 
書かせたい文章と題材の違う文章をモデル文として扱い，モデル文の組み立てを読み取ってその組み

立てを使って書かせる。

【使用した組み立て] (説明文「とんぼのひみつJ学校図書 3年上)

はじめ「書き出し・問し、かけ」

なか 「事例」

おわり「伝えたいこと」

(2)実践の詳細

|実践1 クラスのしょうかい文を書こう (6月)I 
クラスの紹介文を書き，それをクラスの紹介ブックとしてまとめ保護者に読んでもらうという学習活

動を設定した。

ねらいは，伝えたいことを決め，伝えたいことに合った事例を選択して文章の組み立てを考えさせる



ことでイ云えたいこと」が明確な文章を書かせることである。

まず，一次で3年1組はどのようなクラスかを全員で考え r3年1組ってどんなクラス ?J としてま

とめた。それから，このクラスのどのようなことを保護者に伝えたし、かを考えさせ，各自に「伝えたい

こと」を決めさせた。そして組み立てを考える授業では，説明文「自然のかくし絵Jで学習した，はじ

め「伝えたいことJ・なか「事例」・おわり「伝えたいことJの組み立てを提示し，自分の「伝えたいこ

と」に合う事例を r3年1組ってどんなクラス ?Jから選択する学習を行った。
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3年1組ってどんなクラス?

|完成した「クラスの紹介ブック」

-できてし、る

織できていない

その結果， r伝えたいこと」を明確にして書くこ

とができた児童は96%で、あった。また， r伝えた

いこと」に合った事例を文章に入れて書くことが

できた児童も 96%であった。どちらも学習前の

25%から大幅に向上した。

|実践2 わたしの研究レポートJを書こう(10月)I 
遊びについて調べたことを「わたしの研究レポート」にまとめ，

定した。

ねらいは，上位項目・下位項目を認識し，調べた三つの遊びについて項目を統一させる組み立てを考

えさせることで，読み手に伝わりやすい文章を書かせることと，今までに学習した組み立てと比べなが

4年生に伝えるという学習活動を設



ら，同じ「はじめ・なか・おわり」でも様々な組み立てがあることに気づかせることである。

組み立てメモを各自で作成する前に，不完全なモデ、ルを提示し，全体で意見交流する場を設定した。

不完全なモデ、ルを使って児童に気付かせたい内容は，次の3点である。

大事な情報が入っていないこと

三つの小項目の順序性がないこと

調べた三つの遊ひ、の間で、項目の統ーがない

I :. '! I ゴムとび

提示した不完全なモデ、ル
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意見交流の中で，次のような発言があった。

「こまにも遊び方があるから，書かないといけないと思います。」

「小さい内容の順番がそろっていなし、から，そろえた方がわかりやすいと思います。」

「遊び方が先ではなくて，人数・使い方が先の方がいし、と思います。」

意見交流を通して項目の統ーや順序性に気付くことができた。そして，児童は自分の調べた遊びに

ついて，項目の順序性や項目の統ーについて整理することができた。

巴亘E

名前を書く。

遊びの内容を，

説明する順番

を考えて，項目

その結果， 82%の児童が上位項目・下位項目を認識し，調べた三つの遊びについて項目を統一さ

せて組み立てメモを作成できた。また，今まで学習した組み立て「招待状Jr自然のかくし絵Jrクラ

スの紹介文」と比較し， r今までの組み立てとはちがう」など，研究レポートを書くときの組み立てを

発見した発言をした。

|実践3 友だちしょうかい文を書こう(12月)I 
クラスの友だちのよいところを見つけ，ベアで作文を書きあってクラスのみんなに紹介し合う学習活

動を設定した。

ねらいは，モデル文の組み立てを読み取ってその組み立てを使って書かせることである。そのために，

書かせたい文章と題材の違う文章をモデル文として扱った。

まず，樹オ分「とんぼのひみつ」を読み，どのような組み立てになっているかを整理した。そして，

「ひみつ」とし、うキーワードで文章に一貫性があることを押さえた。その後，各自でワークシートに友



読み取った組み立てをもとに「友だちしょうかし、

文」の組み立てを考えてワークシートに書くことが

できた児童は， 85%である。文章の内容がモデル

文とは異なるため，組み立ての意味を理解して活用

することができたと判断する。

児童の作品をみると，モデル文「とんぼのひみつ」

の組み立てた、けでなく，文章表現も生かして書いて

いる児童が多かった。読みとった内容を自分のもの

にして友だち紹介文に生かしていると判断する。

だちしょうかい文の組み立てを考えさせた。

書き出し
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実践の結果

(1)日記の変容

4月当初の児童の日記は， i 5Wl Hから始まり順序立てて書く」というものがほとんど、で、あった。し

かし，実践後は，伝えたいことを決めてそれに合った内容を選んで、書いているものなど，組み立てを工

夫して書いているものが増えた。

「はじめ」に「とっ

てもドキドキしまし

たJ と伝えたいこと

を書き，それに合う

内容で「なか」を書

いている。

(2) i読むこと」の学習における変容

ばったことの

事例を書いて

いる。

「はじめ」に「し、ろいろ

なことをがんばりまし

た。その中の何こかをし

ょうかいします。」と，

文章のあらましを書い

ている。

「読むこと」の学習において，組み立てを読みとることが以前よりもできるようになった。

説明文「もうどう犬の訓練」において「この説明文ははじめ・なか・おわりはどうなっているのでし

ょう」ど発問したところ，以下のような意見交流があった。

「もうどう犬の訓練だから， ~なか』には訓練のことが書いてあると思う。だからO段落までが『はじ

め』だと思う。J

í~訓練がはじまるのです。』と書いてあるから，まだ訓練ははじまっていない。だから，ここまでが

『はじめ』だと思う。J

「さいごの段落は，伝えたいことが書いてあると思う。」

このように，組み立てを考えて文章を書く活動をしてきたことで，文章から組み立てを読み取る力も

付いてきた。

(3)スピーチの場面における変容

毎朝一人ずつ行っているスピーチの場面で変容が見られた。

聞き手が組み立てを意識して気付くようになった。例えば発表者の内容とまとめにずれがあったとき，

「ええ，それは楽しくないよ。どういうところがが楽しかったの ?J という発言があった。

また，スピーチの内容がわかりにくかった発表者に「まとめがなかったから付け加えてごらん。Ji内

容に合ったまとめにするとどうなるかな。Jと声かけをすると，スピーチの内容を組み立て直して発表

することができるようになってきた。



(4)児童の振り返りカードより

伝えたいことを考えて書いたか

額 iiし、

詩 L、し、え

笛はし、

惑しW、え

組み立てを考えて書いたか

このことから，児童は学

欝組み立てを考

える力

て』え考を

力

地

容

く

の

内

書

そ

明

制

緩

どのような力がついたか

児童の振り返りカードでは組み立てを考え

で書いたかJにおいて「はし、」と答えた児童は

100%で、あった。また伝えたいことを考え

て書いたか」において「はし、」と答えた児童は

96%で、あった。児童が組み立てや伝えたいこ

とを意識するようになったと考える。

またこの学習でどのような力がつきました

か」という問いに対して

，全員が記述すること

ができた。記述内容は組み立てを考える力」

が50%，内容を考えて書く力が 18%，rその

他J(文章を読み直す力，漢字を使って書く力，書く力)が 32%で、あった。

習をしたことで自分に書く力がついたと感じていることが分かる。

4 成果と課題

O 伝えたいことを明確にし，組み立てを考えて書くことができる児童が増えた。

o 3回の実践を通して伝えたいことを考えて書くことJr項目の順序性や統一Jr上位項目・下位項

目の認Z哉Jr事例とまとめの一貫性」など，児童に組み立てを考えて書かせるために何を指導したらよ

し、かを具体的に考えることができた。・組み立てメモを書くときに，自分の書きたいことを「小見出し」という形で短くまとめて書く必要が

あった。それには「はじめ・なか・おわり」や「事例・伝えたいこと」などの上位概念と小見出し」

としづ上位概念の具体，さらには「具体的記述内容」下位概念を頭の中で整理できることが必要で、あっ

た。それは一部の児童にとっては非常に難しいことであり，このことは文章の組み立てを考えることに

おいて大変重要であることがわかった。児童が上位概念・下位概念の認識を持てるような指導を工夫し

たい。・取材，組み立て，記述を関連付けながら一つの文章を書いているとしづ意識はまだ十分でない。

組み立てメモはできても，記述になると手が止まってしまったり内容がずれてしまったりする児童が

数名いる。取材から組み立て，記述を，文章を書くときの流れとして捉え，時には組み立て直したり取

材し直したりと思考しながら書くことができるようにさせたい。


